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心臓手術で命を 救え！手術環境を 整え、 現地医師が命を つなぐ  

ザンビア心臓血管外科技術移転事業 
ザン ビ ア大学付属教育病院 U n iv e r s ity  T e a c h in g  H o sp ita l(U T H ) 
 

寄贈する 水内大使（ 大使のスピーチ全文は p 2 ）  

 

U TH に心臓血管外科手術用資材を 寄贈 

水内大使に式典にご出席頂く  
 

 ザンビ ア 大学教育病院(UTH )での心臓血管外科手術の技

術移管プ ロ ジェ ク ト の一環と し て、 皆様から ご寄付頂いた

マスク 5 5 9 3 枚と 感染防止用のガウン 1 7 7 0 枚、 フ ェ イ

スシールド 1 4 4 枚、 人工心肺の回路と 人工肺 4 セッ ト を

UTH に対し て今回寄贈し まし た。 その寄贈式典が 1 0 月

2 7 日に U TH にて開催さ れ、 コ ロ ナ禍で当日参加でき な

い我々に代わり 、 水内龍太在ザン ビ ア日本国大使に直々に

ご 出席頂き ス ピ ーチ を 頂戴し ま し た。 式典にはア レ ッ ク

ス・ マク ペ病院長を はじ めと し て多く の病院関係者が出席

し まし た。 地元の新聞には、 ザン ビ アの人々のために今後

も TICO では支援を 継続し てゆく と いう 水内大使の力強い

メ ッ セージが、 ま すますザン ビ ア国内でも 重要と なる 心臓

病治療を 訴求する チタ ル・ チルフ ヤ保健大臣から のメ ッ セ

ージと 共に掲載さ れま し た。  

 

【 報告】 ザン ビ アの新型コ ロ ナ感染対策支援 

  

 6 月 1 8 日から 約１ ヶ 月、 ザンビアの新型コ ロナ感染

対策支援のお願いと 題し て、 マスク と 防護エプロ ン 、

そし て物資購入資金＆輸送費の寄附を 募っ たと こ ろ 、

以下の通り 、 多く の皆様のご協力をいただきまし た。  

 集計のご報告と と も に、 手作り し て下さ っ た皆様、

遠方から 送っ て下さ っ た皆様、 暑い中わざわざ届けて

下さ っ た皆様、 地球の裏側に思いを 馳せ、 誰かのため

にと 行動し て下さ っ た一人ひと り の皆様に、 心から の

感謝をお伝えし たいです。 あり がと う ございまし た！ 

不織布マスク 6 64 0 枚 

ガーゼマスク 7 45 枚 

手作り 布マスク 1 11 5 枚 

手作り エプロン（ 防護衣） 2 18 9 着 

フ ェ イ スシールド 2 00 セッ ト  

寄附金 3 01 ,1 55 円 

 

【 D a ily  M a il 掲載記事 和訳】  

心臓外科治療は必須  健康チェ ッ ク で命を守る、 チルフ ヤ保健大臣 

 ザン ビ アは、 人口 1 8 0 0 万人のう ち 約 5 0 0 0 人の患者が心臓手術を 必要と し 、

また 2 0 0 0 人の子供たちも 毎年心臓手術を 必要と し ていて、 世界的に心臓病の負

担が最も 大き い国の一つです。 そし て、 心臓病と 闘っ ている 人々の命を 救う ため

には、 国内で の心臓外科治療の発展が必要不可欠で ある と 、 火曜日に開催さ れ

た、 日本から 寄贈さ れたザンビ ア大学教育病院（ U TH ） への手術用品と COVID-

1 9 感染予防の個人防護具の引き 渡し の式典で、 チタ ル・ チ ルフ ヤ保健大臣は述

べま し た。 こ の中には、 ガウン 1 ,7 7 0 着、 フ ェ イ スシールド 1 4 4 枚、 フ ェ イ ス

マスク 5 ,5 9 3 枚も 含ま れていま す。 こ のメ ッ セージは、 保健省の臨床ケア・ 診

断担当ディ レ ク タ ー、 アレ ッ ク ス・ マク ペ氏が保健大臣に代わり 代読し たスピ ー

チの中で 読み上げら れたも のです。 チルフ ヤ保健大臣は、 データ による と 世界中

で 1 0 0 万人のう ち 3 0 0 人が毎年リ ウマチ性心疾患のために心臓手術を 必要と し

ている と 説明し 、 良質な心臓外科治療な し では、 患者は自分の寿命を 全う でき な

いと 述べまし た。 ま た大臣は、 心臓外科治療は、 罹患率と 死亡率を 改善するため

の普遍的なケアを 提供する ために不可欠で ある と 述べま し た。 こ のために、 政府

は 2 0 1 7 年以来、 TICO と の協力の下、 心臓外科治療の発展において日本と パー

ト ナーシ ッ プを 形成し てき ま し た。 大臣は、 TICO プ ログラ ムの下で、 よ り 多く

の若い外科医が開胸手術を 行う ための訓練を 受けている と 述べ、 保健省は公衆衛

生システムの大規模な変革に乗り 出し ている と 説明し まし た。 水内龍太 駐ザンビ

ア日本大使は、 今回の寄贈は TICO によ り 行われたも ので、 日本政府と し ても 過

去 4 0 年にわたり U TH と 協力し て き たと 述べま し た。 TICO では長年にわたり 、

心臓外科手術の訓練のために日本の医療専門家を ザン ビ アに派遣し 、 技術的な支

援を 行っ て き ていま す。 水内大使は、「 心臓血管外科の必要性がザン ビ アで着実

に高ま っ ていく こ と が予想さ れる 中、 TICO はザン ビ アの人々が質の高い医療を

受けら れるよ う に支援する と いう 目標に向かっ て今後も 活動を 続けていく 」 と 述

べ、 日本政府と し て も 健康と 教育の分野で ザン ビ ア政府と 常に協力し ていく こ と

を 強調し ま し た。  

 

2 0 2 0 年 1 0 月 2 9 日 D a ily  M a il 掲載記事 
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  プ ロ ジェ ク ト マネージャ ー(さ く ら 診療所) 松村 武史 
 

 

 新型コ ロ ナウイ ルス感染拡大のための渡航中止勧告を 受け、 本年 3 月

の第 7 回活動以後、 活動を 自粛し ています。 その間、 ザンビ アでは心疾

患に特化し た新病院の開院準備が進んでおり 、 心臓血管外科手術が本格

的に始まろ う と し ています。 活動が行えな い中、 TICO ではザン ビ アの

コ ロ ナ対策を 支援する 目的で 、 寄付を 募り 集めたマ ス ク や防護エ プ ロ

ン 、 消毒液や水洗場などを 現地購入し ザン ビ アの学校や医療機関に寄付

を 、 私たち が活動する UTH には、 それら と 手術で使用する 人工心肺回

路と 人工肺も 寄付する こ と が出来まし た。 ご支援、 本当にあり がと う ご

ざ いまし た。  

 私自身は、 こ れから の活動自粛期間中、 さ く ら 診療所での業務に集中

し たいと 思います。 発熱時の診療が可能で、 検査も でき 、 初期対応がで

き 、 安全に受診ができ る 発熱者外来を 設け、 地域の方々が安心し て日々

を 過ご せる よ う に頑張り たいと 思います。 日本で新たな経験を 積み、 ザ

ン ビ ア でよ り 良い活動を 行える よ う 努めて参り ます。 今後と も よ ろ し く

お願い致し ます。  
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【 水内龍太 駐ザンビア共和国日本国大使のスピーチ 和訳】  

 

 本日は西日本に拠点を 置く 日本の N PO 法人 TICO から の貴重な

寄付品と し て、 U TH での心臓外科手術で使用するための「 チュ ーブ

付き オキシゲナイ ザー」 4 セッ ト を 、 主に医療従事者を 新型コ ロ ナ

ウイ ルスから 守る ためのマスク 5 ,5 9 3 枚、 ガウン 1 ,7 7 0 枚、 フ ェ

イ スシールド 1 4 4 枚などの個人用保護具（ PPE） と と も に寄贈でき

る こ と は大変光栄であり ます。  

特に PPE については 2 0 1 7 年から 実施さ れている 両パート ナー間

の協力関係の象徴である だけでなく 、 新型コ ロ ナウイ ルスのリ スク

に直面し て いる 医療従事者の連帯感の表れで も ある と 考え て いま

す。 冒頭に、 本日の寄贈式典を 実現する ために尽力し てく ださ っ た

日本側と ザン ビ ア側の関係者の皆様に心よ り 感謝申し 上げます。  

 

 日本の U TH と の関わり は、 TICO によ る 連携にと ど ま ら ず、

1 9 7 8 年に小児科病棟が建設さ れた時まで遡り 4 0 年以上続いてい

ます。 1 9 8 9 年から 2 0 0 0 年にかけては、 感染症対策能力の向上を

目的と し た技術協力プロ ジェ ク ト が 2 期に分けて実施さ れ、 ウイ ル

ス研究所と 結核研究所を それぞれ新設し まし た。 2 0 0 9 年には、 最

新の医療機器の導入によ り 、 小児科・ 婦人科、 手術室、 集中治療室

を 全面的に近代化し 、 医学生や専門家の臨床研修を 充実さ せま し

た。 2 0 1 2 年には、「 結核・ ト リ パノ ソ ーマ症研究プ ロ ジェ ク ト 」 の

枠組みの中で、 バイ オセーフ テ ィ レ ベル 3 の研究室が開設さ れまし

た。 2 0 1 3 年には、 人々が適切な医療サービスを 受けら れる よ う に

する ために、 ルサカ の 2 つの保健センタ ーを 第一レ ベルの病院に改

修する プ ロジ ェ ク ト が開始さ れ、 最終的に U TH への患者の紹介を

2 0 ％削減する こ と ができ ま し た。 今日、 U TH  はザン ビ アで最も 先

進的で本格的な 第三次レ ベル病院と し て 知ら れており ま すが、 日本

及び 日本国民が全面的に 支え て ま い り ま し た 。 こ のよ う に し て 

U TH  の心と 魂に移植さ れた日本人の遺伝子は、 ザン ビ アの最高の

医療機関の中核を なし 、 ザン ビ アの人々に貢献し 、 さ ら にザン ビア

の人々の命を 救っ ている と 言っ ても 過言ではないで し ょ う 。  

 

 こ れら にさ ら に、 今回の TICO から の「 チュ ーブ付き オキシ ゲナ

イ ザー」 の寄付が加わり ま す。 1 9 9 3 年に日本で国際的な N PO と
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し て設立さ れた TICO は、 2 0 1 7 年から U TH の心臓外科チームの

支援を 開始し ま し た。 以来、 ザン ビ ア の医師が自ら 心臓外科手術を

行える よ う にな る こ と を 願い、 U TH の心臓外科の能力強化に貢献

し てき まし た。 直近では今年 2 月にザン ビ アに日本の医療専門家チ

ームが訪問し サポート し 、 こ れま でに延べ 1 6 件の心臓外科手術を

成功さ せています。   

今日、 私は皆さ んに、 TICO から の U TH  へのメ ッ セ ージ 、 特に 

A lex M aku p e 博士と 彼の同僚たち へのメ ッ セージを お伝えする 光

栄に浴し ています。  

 

 ザン ビアで 心臓外科治療の必要性が着実に高ま っ ていく こ と が予

想さ れる 中、 TICO は「 ザン ビア人の手でザン ビ アの医療サービ ス

を 」 と いう 目標に向かっ て 活動を 続けていき たいと 考えています。

心臓外科手術に使用さ れる チュ ーブ 付き オキシゲナイ ザーの寄贈は

確実にそのプ ロ セスを 加速さ せま す。 こ う し て寄贈さ れた物品が、

U TH で患者さ んの治療に役立てら れるこ と こ そが TICO と し ての切

なる 願いです。  

 

 駐ザン ビ ア日本大使と し て 、「 ザン ビ ア の医療サービ ス を ザン ビ

ア人の手に」 と いう  TICO の呼びかけに賛同さ せて いただき たいと

思います。 こ れはザン ビ ア 経済の持続可能な発展の実現に向けて努

力を 続けている日本のザンビア 支援の精神にも 共鳴するも のです。   

新型コ ロ ナウイ ルスのパン デミ ッ ク が世界的な旅行を 妨げ、 また人

と 人と の直接の協力を も さ ら に妨げて いる にも かかわら ず、 今回の

様な協力が「 ニュ ーノ ーマ ル」 に沿っ て行われて き たこ と 、 そし て

こ れから も 行われる こ と を 、 私は嬉し く 思いま す。 ポスト コ ロナ時

代が間も なく 到来し 、 日本の医師と ザン ビ アの医師の間で、 ま た科

学者、 学術関係者、 多く の人々の間で 、 よ り 密接な交流が行われ、

新たな地平が開かれる こ と を 期待し たいと 思います。  

 以上、 本日寄贈し た チ ュ ー ブ 付き オ キ シ ゲ ナ イ ザー を 通じ て

U TH の医療サービ スが向上し 、 そ し て日本と Ｕ Ｔ Ｈ の実り ある 関

係への更なる 弾みと なる こ と を 祈念し ており ます。  

ご清聴あり がと う ございまし た。  

 

8 月下旬から 通関手続き に入っ て いた 感染防

止用品が 9 月初旬に U TH に到着。  

松村先生自ら も 診療所にミ シ ン を 持ち 込み診

察の合間に縫っ たマ ス ク や作っ た 防護服も た

く さ ん。 実は T IC O に関係する 医師も 数名感

染し て いたこ と が分かり 、 一同心を 痛め早い

到着を 願っ ていま し た。  

ザン ビ ア の医療関係者も 命がけで 市民の命を

守っ て いま す。 そ のス タ ッ フ の方々に元気と

勇気を 届けら れたと 思いま す。  

皆さ ん、 あり がと う ござ います！ 
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新型コ ロナウイ ルス(COV ID -1 9 )対策事業 
 

 コ ロナ禍でザン ビ ア全土の学校は長い間休校と なっ ていまし た

が、 9 月 2 1 日より 全学年で授業が再開さ れまし た。 こ れに先立

ち 、 児童生徒の感染予防のた めに 1 0 m iles 近隣の 4 小学校

（ M oom b a , M achaya , M uwan jun i, Sh if wan ku la ） 及 び

Ng om b e の TICO Co m m un ity Schoo l へ、 皆様から ご 寄付頂

いた 布製マ ス ク 2 ,3 0 0 枚に加え て 、 足踏み式の手洗い機 2 5

台、 殺菌剤、 液体石鹸、 非接触式体温計を TICO と し て寄付し ま

し た。 こ れら 5 つの小学校には合わせて約 9 ,0 0 0 名が在校し て

いますが、 感染予防のための十分な物品がなく 授業再開にあたり

その対応に大変困窮し ていまし た。 各校から はタ イ ムリ ーな支援

に感謝する 旨のビ デオやお手紙を 頂き 、 地元の新聞にも 日本から

の心温まる 支援と し て記事が掲載さ れまし た。  

 

 

5 つの小学校にコ ロナ感染予防のための物品を寄贈 

非接触体温計も 使われています。 学校再開に間に合い、 現地の方々に非常に喜ばれま し た。  

特定非営利活動法人 T ICO の Fa ce b o o k に感謝の動画など を たく さ んアッ プし ていま す。  
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T IC O のロ ゴも 入っ た啓発看板やポスタ ー 

1

 手洗いやマスク 装着、 ソ ーシャ ルデ

ィ スタ ン スの徹底など 、 人々の衛生意

識の向上にコ ミ ュ ニテ ィ と し て取り 組

む一例と し て 、 ザン ビ ア 南部 Zim ba

の 地 元 NGO で あ る Koceb uka 

Com m un ity Found atio n による 住民

への啓蒙啓発活動を 支援し ています。

学校や人が集まる場所に看板やポスタ

ーを掲出し 、 ボラ ン テ ィ ア によ る小規

模なレ ク チャ ーやマスク 配布などを 通

 

 

日本の三蜜ポス タ ー（ 英語版）

も 使われま し た。  

ザン ビ アでも 社会的に苦し い立場の人々に

CO V ID -1 9 が追い打ち を かけ、 雇用が減

少し 若者がお 酒から 抜け ら れな く な っ た

り 、 学校に行けない子ど も 達が増える など

問 題 が 深 刻 化 し て い ま す 。 今 後 、 こ の

N G O と 連携し て、 職業訓練によ る 自立の

促進や教育の充実のための支援など 何か支

援出来るこ と はないか模索し て います。  

コ ロナ感染予防のための啓蒙啓発活動で地元 N G O と 協働 

 

 

 

 ジンバに拠点を 置く NGO が、

現地語に翻訳さ れたコ ロナウイ ル

ス(COVID-1 9 )感染予防の啓蒙啓

発資材の配布を開始し まし た。  

   Koceb uka Com m un ity Foun

d a tio n  (KCF)のエグゼク テ ィ ブ

ディ レク タ ーである Passwell Ny

am b e 氏は、 COVID-1 9 の資材

は、 社会で疎外さ れたグループの

脆弱性を 減ら すこ と を 目的と し た

も のであると 説明し 、 社会は、 障

害者や女性、 高齢者などの生存手

段が限ら れている人々を 見て見ぬ

ふり をし 続けていると 述べ、 社会

の中で、 特に南部の州で、 社会的

に疎外さ れたグループの脆弱性の

増加を軽減するために、 国のヒ ュ

ーマニズムの精神を復活さ せる必

要があると 強調し まし た。 そし て

彼の組織は COVID-1 9 と の闘い

における政府の努力を 補完し 続け

ていく と 述べています。  

 氏は、 パート ナーである日本の

TICO と カ ナダのイ ンタ ーナショ

ナル・ ビジョ ン・ オーガニゼーシ

ョ ンに、 情報、 教育、 コ ミ ュ ニテ

ィ の資料を 現地語で作成し てく れ

たこ と を 感謝すると 共に、 ジンバ

地区と カ ズングラ 地区の地域社会

に看板を 設置し 、 フ ェ イ スマスク

を提供し てく れたこ と に対し ても

感謝の意を 表し まし た。  

 

2 0 2 0 年 1 0 月 1 4 日 

T im e s o f  Z a m b ia 掲載記事 

 

2

じ て コ ミ ュ ニ テ ィ と し て 感染予防を

推進する 取り 組みで す。 既に地元の

言語で 1 0 0 0 枚のポス タ ーが作成・

配布さ れ、 メ イ ン ス ト リ ート にはビ

ルボ ード が建て ら れま し た 。 そ の様

子は地元紙や T V 局でも 取り 上げら

れて おり 、 こ の活動を 通じ て 地域の

衛生意識が向上し 、 感染予防に効果

を 発揮する こ と が期待さ れます。  
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 皆さ んご 無沙汰し て おり ま す。 2 0 1 6 年よ り ザン ビ ア南部のジン バ

ミ ッ ショ ン 病院で 働いている 三好康広で す。 5 年前 TICO の吉田先生

にザン ビ ア に初めて 連れて き て いただいて 、 それから こ こ まで ザン ビ

ア にど っ ぷり 関わる こ と になろ う と は正直思っ ており ま せんで し た。

皆さ んのご 支援、 お気遣いがな ければ、 こ こ ま で活動を 続ける こ と は

難し かっ たと 思っ て います。 心から 感謝申し 上げます。  

        

 2 0 2 0 年は私にと っ ても 激動の年で し た。 コ ロ ナの影響で、 ザン ビ

ア の田舎町で 働く 私の活動も 大き く 影響を 受けま し た。 3 月の世界的

な 感染拡大に伴い、 日本の N GO の駐在員や JICA のボラ ン テ ィ アも

全員日本への帰国を 余儀な く さ れま し た。 私はそう し た組織に属し て

いな いこ と も あり 、 自分の判断で 妻と 共にザン ビ ア にと ど まる こ と を

決めまし た。 こ れま で ア フ リ カ で の地域医療に関心のある 多く の日本

人学生、 医療従事者を 受け入れてき ま し たが、 3 月中旬以降の受け入

れが全て 中止にな っ て し ま いま し た。 3 月初旬から 来ていた、 私の母

校長崎大学の学生さ ん達も 、 予定を 早めて日本へ帰国する こ と にな っ

て し まいま し た。  

 

 私の働く ジ ン バで も 7 月に第一例の患者さ んが出て 以降、 コ ロ ナ

の患者さ んが散発し て おり ま すが、 幸いこ れま で 重症者/死者が出た

り 、 大流行する こ と な く 経過し て います。 ジ ン バで のコ ロ ナ対策に関

し て は TICO から 多大な る 支援を 受けま し た。 N 9 5  マ ス ク 、 医療用

手袋、 フ ェ イ ス シールド 、 医療用ガウン 、 パルスオキシ メ ータ ー、 非

接触体温計な ど 多く のご 寄付を いただき ま し た。 特に非接触体温計は

こ ち ら で はな かなか手に入ら な いので、 本当に助かっ て おり ま す。 コ

ロ ナ対策と し てだけで なく 、 業務の効率化にも 寄与し て おり ま す。  

 

 ジ ン バで は KOCEBU KA と いう ザン ビ ア人の N GO が活動し て い

ま すが、 TICO から その N GO にも 支援を いただいて おり ま す。 彼ら

はジ ン バの町の中心部だけでな く 、 僻地の村にまで 足を 運び、 コ ロ ナ

の啓蒙活動を 行っ て おり ま す。 町に大き な 看板を 3 つ設置し 、 村々

には現地語で のポス タ ーを 配り 、 学校で 子ど も たち にも マ スク 着用の

指導など を 精力的に行っ て いま す。  

 

 私の妻も 微力な がら 、 ザン ビ ア の伝統的な 布で ある チテ ン ゲを 使っ

て マ ス ク を 作り 、 主にマ ザーシ ェ ルタ ー(分娩待機所)で 共同生活し て

いる 妊婦さ んに配布し ており ま す。  

 病院の中で 私のよ う な 医療従事者ができ る こ と なんて 限ら れて いま

すが、 国や地域の N GO、 海外の N GO(TICO)な ど と 協力し あいな が

ら 、 こ の危機と 向き 合っ て き ま し たし 、 今後も 向き 合っ て いき たいと

思っ ており ま す。  

 

Z im b a  M is s io n  H o s p it a l 三好先生より

 

 

T IC O から の寄付を 受け取っ た院長 

 

 

3 月に実習に来た長崎大学の学生さ ん達と  

チテンゲマスク (妻と 私) 
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TIC O の活動を 応援し てく ださ い！ 
  

 

 A g r o f o r es tr y  について             代表 吉田 修 

TICO 
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TIC O の会員 
会員と なっ て資金面から も TICO の活動をサポート し てく ださ
る方を 募集し ています。 会員の方には、 TICO ニュ ースレ タ ー 
“Face to  Face” を毎号お送り いたし ます。  
 

ご寄付 
皆様から のご寄付は、 支援活動、 団体の運営を継続するため

の大き な支えです。 ご支援をよろし く お願い申し 上げます.  

年会費 

賛助会員 

個人 1 2 ,0 0 0 円 

学生   6 ,0 0 0 円 

団体 1 5 ,0 0 0 円 

ご入会 

方法 

■ホームページから  

1 .ご入会フ ォ ームにお名前等を ご 入力く ださ い。  

2 .お支払い方法の選択 

ク レ ジッ ト カ ード 継続決済と ゆう ち ょ 銀行自動引き 落

と し のいずれかを 選択し 、 手続き に進んでく ださ い。  
 
■イ ン タ ーネッ ト を ご利用でない方 

年会費を 郵便局備え付けの郵便振替用紙で 、 次の口座

へお支払い下さ い。 ご住所・ ご 氏名（ フ リ ガナ）・ お

電話番号を 通信欄にお書き 添え下さ い。  

口座番号     ０ １ ６ ４ ０ -６ -３ ７ ６ ４ ９  

加入者名      T ICO 

 

正会員 

1 2 ,0 0 0 円 
※通常は賛助会員でのご入会を お願いし

ていま す。 総会での議決権を持つ正会員

を 希望さ れる方は事前にご連絡下さ い。  

&$#% 6 7 ( - ; 6 9 5 : 2 3 , ; < 3 + 8 0 )

! ! " ?   6 5 ( . / 2 1 * 4 0 ) =( >

郵便振替 
口座番号     ０ １ ６ ４ ０ -６ -３ ７ ６ ４ ９  

加入者名      T ICO 

銀行振込 

口座番号  楽天銀行  

支 店 名  第一営業支店（ 支店番号２ ５ １ ）  

口座種類  普通   

口座番号  ７ ６ ５ ７ ５ ４ １  

口座名義  特定非営利活動法人 TICO  
         ※カ ナ入力の場合は、 ト ク ヒ ） テイ コ  

ホームページを ご 覧く ださ い。  

募金箱 さ く ら 診療所（ 徳島県吉野川市） に常設し ています。  

T ICO ウェ ブサイ ト のバナー広告を ク リ ッ ク し て、

そこ から お買い物し ていただく と 、 代金の一部が寄

付さ れます。 詳し く はホームページを ご覧下さ い。  

ご自宅に年賀状の書き 損じ 、 余り 等ござ いまし た

ら 、 是非事務局ま でお送り く ださ い。  
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 日本ではあまり 聞き なれない言葉です

が、 アフ リ カ ではかなり 浸透し つつあり

ます。   

 Ag ricu ltu re +  Forestry 直訳する と

農林業ですが、 ニュ アンスがだいぶ違い

ます。 農業に有用な樹木を畑に混植し て

利用し ます。 主に空気中の窒素を 取り 込

む能力がある マ メ 科の木（ ア カ シ ア な

ど） が植えら れます。 果物やナッ ツを 植

えるのも いいでし ょ う 。  

 利点と し ては、 土壌改良、 高価な肥料

を 減ら せる、 保水力の改善、 土壌浸食の

軽減、 強過ぎる日光を 弱める、 防風、 葉

を 家畜の飼料にする、 剪定し 薪にする、

3

スが少し 普及し 始めていますが、 まだま

だ高嶺の花です。  

 水源を 守るため、 気候変動を 抑えるた

め、 薪・ 炭を安定的に供給するために、

木を どんどん植えなければなり ません。

し かし 、 商業的な植林はあまり 進んでい

ません。 土地の所有権が曖昧（ チーフ が

決める） な上に、 収益を 上げるまでに２

０ ～3 0 年かかる 植林には貧農はなかな

か乗れません。  

 Ag ro forestry は農民にと っ て、 木を

植える良いモチベーショ ンになっ ている

のかも し れません。  

 

   

2

伐採し 材木と し て 利用する 、 蜜が取れ

る、 などです。  

 よく 植えら れている「 ムサンガ」 と い

う 不思議な木は、 農業に適し た雨季に落

葉し 、 乾季に葉を 茂ら せ、 農作物の邪魔

を せず土を 豊かにし てく れます。「 モリ

ンガ」 は葉が栄養価が高く 、 パウダーを

食用やお茶にし て利用し ます。 抗酸化力

が非常に高いこ と が知ら れています。  

 ザンビアでは、 毎年徳島県ほどの面積

の森林が消失し ているよう です。 雨量の

減少で水力発電が機能せず停電が頻繁に

起こ るこ と も あっ て、 国民のほと んどが

薪、 炭を燃料にし ています。 プロパンガ

1
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